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介
護
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
家
族
、
特
に
女
性
に
よ
る
介
護
か

ら
介
護
の
社
会
化
へ
の
推
移
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
と

り
わ
け
２
０
０
０
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
は
、
介
護
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
大
き
な
変

化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
昨
年
に
は
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
高
齢
者
、
障
害
者
を
問
わ
ず
福
祉
の
現
場
で

は
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
い
ず
れ
の
資
格
に
お
い
て
も
、

専
門
職
と
し
て
必
要
な
知
識
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
支
援

技
術
を
身
に
つ
け
実
践
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
人
材
が
必
要
で

す
。 介

護
福
祉
士
の
養
成
と
国
家
試
験
は
１
９
８
８
（
昭
和
63
）

年
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
介
護
福
祉
士
資
格
の
登
録
者

数
は
約
47
万
人
（
平
成
18
年
2
月
末
現
在
）
に
の
ぼ
り
ま
す
。

介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
現
行
で
は
養
成
校

を
卒
業
す
る
、
も
し
く
は
介
護
職
員
と
し
て
3
年
の
現
場
経
験

を
経
て
国
家
試
験
を
受
験
す
る
２
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
一
元
化
さ
れ
、
平
成
24
年
度
に
は
養
成
校
卒
業
者
に
も

国
家
試
験
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
よ
り
介
護
福
祉

士
お
よ
び
社
会
福
祉
士
の
す
べ
て
の
養
成
校
に
新
た
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
全
国
に
あ
る
４
３
４
校
（
平
成
20

年
5
月
現
在
）
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
に
は
2
～
4
年
課
程

が
あ
り
ま
す
が
、
四
年
制
大
学
で
介
護
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う

徳山大学講義のいま 

徳山大学のいま 

ＥＱ教育シンポジウム開催 

「現代が求める人材像と人間力教育」

込
ま
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
中
で
、

最
も
現
代
の
深
刻
な
問
題
は
、
共
感

性
の
喪
失
で
あ
る
」「
本
当
の
意
味
で

人
の
身
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
観

察
す
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
や
、
向
か

い
合
う
ま
な
ざ
し
で
は
な
く
、
横
並

び
の
ま
な
ざ
し
で
物
を
見
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
共
同
注
視
を
通
し
て

共
感
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
話
さ
れ
「
共
感
力
」
を
育
む

重
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
岡
野
啓
介
経
済
学
部
長
よ

り
「
本
学
の
Ｅ
Ｑ
教
育
の
取
組
み
」

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
、
本
学
経
済

学
部
４
年
の
計
田
和
輝
君
の
編
集
し 

た
Ｅ
Ｑ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
ビ
デ
オ

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

後
半
の
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
臼
井
稔
特
任
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

で
、「
初
頭
中
等
教
育
に
お
け
る
心
の
教
育

に
つ
い
て
」「
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
社

会
人
基
礎
力
の
問
題
に
つ
い
て
」「
フ
リ
ー

タ
ー
と
ニ
ー
ト
の
増
加
と
い
っ
た
社
会
問

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
の
３
点
を
テ
ー

マ
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
杉
光
学
長
か
ら
は
Ｅ
Ｑ
教

育
導
入
及
び
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

 

去
る
６
月
２１
日
、
徳
山
大
学
１１
号
館 

一
一
二
五
教
室
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
現
代
が
求
め
る
人
材
像
と
人
間
力
教

育
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
教
育
関
係

者
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
よ
り
約
１
２

０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
代
社
会
が
求
め

る
人
材
像
と
人
間
力
と
い
う
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、
各
界
の
専
門
家
を
交
え
て
、
Ｅ
Ｑ

教
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
杉
光
英
俊
学
長
の
挨
拶
の
後
、 

「
共
感
力
を
育
む
」
と
題
し
て
青
山
学
院 

大
学
教
授 

佐
伯
胖
先
生
よ
り
基
調
講
演 

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
佐
伯
先

生
は
様
々
な

学
説
を
交
え

な
が
ら
「
学
ぶ

と
い
う
意
味

が
わ
か
ら
ず
、

心
が
満
た
さ

れ
る
こ
と
が

な
い
者
が
、
殺

伐
と
し
た
気

持
ち
に
追
い 

を
文
部
科
学
省
に
申
請
し
た
経
緯
、
㈱
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
斎
藤
会
長
か
ら

は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
の
最

近
の
若
者
の
状
況
と
企
業
の
社
会
貢
献
、

周
南
市
立
福
川
中
学
校
久
楽
教
諭
か
ら

は
、
自
分
の
誕
生
か
ら
ど
う
い
う
人
生
を

こ
れ
か
ら
送
る
か
を
絵
に
表
す
人
生
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
（
人
生
絵
巻
）
及
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
の
事
例
、
青
山
学
院
大
学
苅
宿

教
授
か
ら
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｔ
」

の
紹
介
お
よ
び
、
共
感
力
を
広
め
る
た
め

の
地
域
と
の
活
性
化
の
事
例
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
れ
、
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 
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こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
で

し
ょ
う
か
。 

第
一
に
、
大
学
に
よ
っ
て
取
得
で

き
る
資
格
は
異
な
り
ま
す
が
、

四
年
制
大
学
の
社
会
福
祉
系

学
部
の
専
攻
（
コ
ー
ス
）
に
よ

っ
て
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉

士
の
両
受
験
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
そ
の
他
に
医
療
事
務
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
医
科
）
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
福
祉
情

報
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
資
格
取
得
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。 

第
二
に
、
個
々
の
利
用
者
に
対
し
て
介
護
計
画
を
立
案
し
実

行
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
介
護
過
程
」
は
介
護
福
祉

士
に
と
っ
て
重
要
な
専
門
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
個
別

ケ
ア
の
理
論
と
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
介
護

過
程
」
を
習
得
す
る
た
め
に
は
、
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
現
場
実
習
に
お
い
て
学
生
が
利
用
者
一
人
を
担
当
し
て
介

護
計
画
を
立
て
実
践
し
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は

身
体
面
、
精
神
（
心
理
）
状
態
、
社
会
関
係
、
環
境
等
の
要
因

が
複
雑
に
絡
み
あ
い
潜
在
し
て
い
る
た
め
、
適
切
な
ニ
ー
ズ
の

把
握
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
場
実
習
で
利
用
者
と
積
極
的
に
か

か
わ
り
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
介
護
計
画
の
作
成
を
経
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
な
情
報
を
整
理
し
ま
と
め
る
論
理
的

な
思
考
、
創
意
工
夫
を
要
す
る
研
究
的
思
考
が
自
然
に
身
に
つ

く
と
思
い
ま
す
。 

第
三
に
、
専
門
科
目
だ
け
で
な
く
関
連
科
目
や
教
養
科
目
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
人
間
と
し
て
の
成
長
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
事
を
広
い
視

野
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
観
察
力
や
洞
察
力
を
養
う
な
ど

人
間
形
成
の
一
助
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
介
護
や
福
祉
に

お
い
て
は
利
用
者
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
価
値
観
や
介
護
観
な
ど
を
認
識
す
る
う
え
で
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。 

大
学
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
単
に
知
識
を
詰
め
込
む
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
生
活
に
は
大
学
祭
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域
交
流
や
思
い
出
づ
く
り
の
機

会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
が
社
会
に
出
る
準
備
と
な
り
、
自
己
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。「
福
祉
は
人
な
り
」
と
言
い
ま
す
が
、
援
助
者
と
し

て
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
豊
か
な
人
間
に
な
る
た
め
に
も
意
欲

的
に
学
び
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
今
後
四
年
制
大
学
に
お
け
る
介
護
教
育
へ
の

期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

本
学
で
は
今
年
度
、
福
祉
情
報
学
部
に
介
護
福
祉
専
攻
を
開

設
し
ま
し
た
。
四
年
制
大
学
の
特
性
を
活
か
し
て
介
護
の
専
門

科
目
だ
け
で
な
く
、「
行
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
整
容
福
祉
」「
福

祉
情
報
論
」
な
ど
の
科
目
も
設
け
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
学

べ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き
る

人
間
性
を
も
つ
介
護
福
祉
士
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
福
祉
士
に
必
要
と
さ
れ
る
『
６
つ
の

H

』、
す
な
わ
ち
「H

ead

（
知
識
）」「H

an
d

（
技
術
）
」「H

ealth

（
健
康
）
」
「H

u
m

an
 

relatio
n
sh

ip

（
円
滑
な
人
間
関
係
）
」

「H
eart

（
思
い
や
り
の
心
）
」
「H

o
p
e

（
将
来
へ
の
希
望
）
」
を

も
つ
人
材
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
『
６
つ

の

H

』
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

将
来
は
介
護
や
福
祉
の
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る

「H
eart

」
の
厚
い
人
材
を
一
人
で
も
多
く
社
会
に
送
り
出
し
た

い
と
熱
望
し
て
い
ま
す
。 

                     

徳重柳子（とくしげりゅうこ）講師 

2008 年 4 月から徳山大学福祉情報学部

に着任。担当科目は社会福祉援助技術演習

Ⅰ（介護技術）・整容福祉・介護入門。を

写真上 本学の介護実習施設   

下左 入浴実習室  下右 調理実習室 
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徳山大学話題の交差点 

 

６
月
29
日
徳
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
工
芝
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
今
年
３
月
に
着
工
し
、
５
月
上
旬
に
完
成
を
迎
え
ま
し
た
。

人
工
芝
に
は
最
新
の
ロ
ン
グ
パ
イ
ル
を
使
用
し
、
山
口
県
内
で
は

２
番
目
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。
式
で
は
ま
ず
、

杉
光
学
長
、
池
髙
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い

た
だ
い
た
、
坂
本
昌
穂
周
南
市
教
育
長
、
福
田
文
治
周
南
市
議
会

議
長
、
野
田
忠
義
山
口
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
副
会
長
、
和
田
實
周
南

市
体
育
協
会
会
長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
と
し
て
徳
山
大
学
対
山
口
大
学

の
試
合
と
女
子
高
校
サ
ッ
カ
ー
で
は
全
国
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
る
、

豊
国
学
園
高
等
学
校
（
福
岡
）
対
山
陽
女
学
園
高
等
学
校
（
広
島
）

の
試
合
が
行
わ
れ
、
歓
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

ようこそ徳山大学へ ―大学訪問―  

佐川高等学校  高知商業高等学校  

７月 10 日高知市立高知商業高等学校、並びに高知県立

佐川高等学校のＰＴＡの皆様が研修の一環として本学を見

学に来られ、大学概要の説明、施設見学、在学生との交歓

会など行いました。（徳山大学では高等学校に限らず見学を

歓迎いたします。詳しくは 0834-28-0411 までお問い

合わせください。） 

オープンキャンパスいよいよ開催迫る！！

8 月 9 日（土）10 日（日）30 日（土）9 月 20 日（土） 

 

 
今年度の特色は、学生本位の

オーキャン、ＥＱ力を高めた

親切な学生が、来られるすべ

ての人を、心を込めてご案内

します。多くの方のご参加を

お待ちしています。 

お問い合わせ先 入試室 

0834-28-5302 

快挙！！全日本学生レスリングで準優勝  

経済学科 4 年北園昭一君(樟南高等学校出身) 

北園選手は 6 月 25 日・26 日国立代々木第 2 体育

館で行われました平成 20 年度全日本選抜レスリン

グ選手権大会９６㎏級に出場し、見事、準優勝の成

績をおさめました。 




